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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 電 池 本 体 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 １ 部 分 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 ２ 部 分 と 、
　 水 素 系 排 出 弁 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と の 間 に 前 記 水 素 系 排 出 弁 を 配 置 し 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 燃 料 電 池 本 体 か ら 排 出 さ れ る ガ ス か ら 熱 量 を 供 給 さ れ る 気 液 分 離
器 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 部 分 は 、 前 記 燃 料 電 池 本 体 か ら 排 出 さ れ る ガ ス か ら 熱 量 を 供 給 さ れ る 水 素 処 理
器 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 燃 料 電 池 本 体 を 構 成 す る ス タ ッ ク に 設 け ら れ た エ ン ド プ レ ー ト で
あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 部 分 は 、 前 記 水 素 系 排 出 弁 を 収 容 す る 空 間 が 内 部 に 形 成 さ れ た カ バ ー 部 を 備 え
、
前 記 カ バ ー 部 の 空 間 に 前 記 水 素 系 排 出 弁 が 配 置 さ れ そ の 空 間 が 前 記 第 ２ 部 分 に よ っ て 閉 じ
ら れ た 状 態 で 、 前 記 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と が 直 接 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電
池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　

た 燃

燃 料 電 池 本 体 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 １ 部 分 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 ２ 部 分 と 、
　 水 素 系 排 出 弁 と 、
を 備 え 、



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム で あ っ て
、 燃 料 電 池 本 体 と 、 前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 １ 部 分 と 、
前 記 燃 料 電 池 本 体 の 起 動 後 、 継 続 的 に 熱 量 が 供 給 さ れ る 第 ２ 部 分 と 、 水 素 系 排 出 弁 と 、 を
備 え 、 前 記 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と の 間 に 前 記 水 素 系 排 出 弁 を 配 置 構 成 と し た 。
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　 前 記 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と で 囲 わ れ た 空 間 に 前 記 水 素 系 排 出 弁 を 配 置 し た 燃 料 電 池 シ ス
テ ム 。

す る


	header
	written-amendment

